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実体経済と金融部門とのスパイラルの相乗作用

実体経済の需要 金融［銀行］部門の信用／債権／資産
　製造、建設、流通、輸送、サービス 　銀行＝預金銀行

需要の拡大スパイラル 信用膨張／資金繰り良好
〔中央銀行〕

預金創造 信用膨張率 政策金利～公定歩合など
設備投資 貸し渋り レバレッジ比率 有担保融資～最後の貸し手
生産能力 無担保融資～最後の貸し手
稼働率 証券買取り～国債など
原材料購入 相乗作用 【インターバンク市場】

雇用 〔預金保険機構〕
賃金 元利返済 金融差益 投機的信用
消費   speculative credit 

債務不履行 不良債権 株式投資家へ 〔政　府〕
不動産業者へ 資本注入など

需要の縮小スパイラル 信用収縮／資金繰り悪化 　↓
　　赤字、倒産、失業 　貸倒れ損、資産の含み損 株価や地価の上昇

　自己資本の減少（減損） 売り抜けによる下落
　預金取り付け

信用収縮 credit contraction 
浜『グローバル恐慌』：98レバレッジ、156、159日本、184、130（1930s）
浜『恐慌の歴史』：90（1930s）、167（日本1990s）、184（2008）
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